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安心して働き、人らしく生活ができる賃金と環境を！

Ｔ
Ｔ
Ｓ
は
団
体
交
渉
に
応
じ
ろ
！

　

私
た
ち
動
労
連
帯
高
崎
は
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
高
崎
支
社
と
外
注
会
社
で
働

く
労
働
者
の
労
働
組
合
で
す
。
私
た

ち
は
本
日
３
月
30
日
、
Ｊ
Ｒ
の
安
全

無
視
の
業
務
外
注
化
反
対
！　

Ｔ
Ｔ

Ｓ
（
高
崎
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
）
の
劣
悪

な
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
て
、
構

内
業
務
や
清
掃
の
職
場
で
ス
ト
ラ
イ

キ
を
決
行
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
は
こ
の
間
あ
ら
ゆ
る
鉄
道
業

務
の
外
注
化
・
合
理
化
を
極
限
的
に

推
し
進
め
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｔ
Ｓ
の
職

場
は
最
低
賃
金
す
れ
す
れ
の
低
賃
金

で
、
す
さ
ま
じ
い
強
労
働
と
人
手
不

足
、
労
災
と
病
気
の
多
発
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
イ
改
で
地
方
の
鉄
道
を
切
り

捨
て
、
駅
も
次
々
と
駅
員
を
外
注

化
・
非
正
規
化
し
、
緑
の
窓
口
な
ど

も
ど
ん
ど
ん
と
閉
鎖
し
始
め
て
い
ま

す
。
金
儲
け
最
優
先
で
労
働
者
の
生

活
や
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
す
ら
切

り
捨
て
、
年
間
４
０
０
０
億
以

上
の
利
益
を
あ
げ
、
株
主
に

５
０
０
億
以
上
も
配
当
す
る
た

め
に
鉄
道
事
業
を
利
用
し
て
い

る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
Ｊ
Ｒ
の
姿
勢
を

野
放
し
に
し
て
い
た
ら
、
社
会

は
崩
壊
し
て
い
ま
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん

に
共
に
立

ち
上
が
る

こ
と
を
訴

え
ま
す
。 初

め
て
ス
ト
に
決
起
す
る

橋
本
組
合
員（
籠
原
・
清
掃
）

3・３０ストライキ方針
①籠原駅前　スト突入集会　08:30 ～
② TTS 籠原事業所前　スト突入集会　14:50 ～
③ストライキ総括集会　17:30 ～
　熊谷市立文化センター文化会館
 （熊谷駅南口から南へ徒歩４分）

2017 年 3月 18日
JR 高崎鉄道サービス株式会社
代表取締役社長 水上 陽介 殿
　　　　　　　　　　　　　　　　 　国鉄高崎動力車連帯労働組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 執行委員長　漆原芳郎
　　　　　　　　　　　　争議行為通告書

　2月 27 日付にて当組合が申し入れた諸要求に対して未だ団体交渉
が開催されていない事に対して強く抗議するものです。
　各事業所の清掃業務における慢性的要員不足による過重労働、それ
に伴う労災、私傷病の多発などを解消し、労働者が安心して働ける労
働環境の改善を求めます。
　健全な家庭生活が出来るような賃金体系の構築と、誰もが安心して
家庭を持って家族を養っていけるように、大幅な賃上げを含む諸待遇
の改善を求めます。
　その他申 8号の諸点について再度団体交渉の実施と、誠意ある対応
を求めて、当組合は上部組織動労総連合の方針に基づき 3月 30 日に
ストライキを実施することを通告いたします。

記
1. 期日
　2017 年 3月 30日から 31日にかけて。
2. 実施箇所
　TTS 籠原事業所、TTS 熊谷事業所

か
？　

と
当
時
考
え
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
政
府
の

安
保
法
の
強
行
や
フ
ク
シ

マ
の
対
応
に
た
い
し
て
、

微
力
で
も
間
違
い
を
正
す

行
動
を
共
に
や
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｔ
Ｓ
の
現
場
の
現
状

は
人
手
不
足
で
、
み
な
連

休
を
取
ら
れ
て
出
勤
し
て

い
ま
す
。
人
が
辞
め
な
い

体
制
造
り
を
確
立
し
な
い

と
な
ら
な
い
！　

そ
の
た

め
に
私
も
は
じ
め
て
ス
ト

ラ
イ
キ
に
参
加
し
ま
す
。

　

私
が
動
労
連
帯
高
崎
に
加

盟
し
た
き
っ
か
け
は
、
シ
ー

ル
ズ
な
ど
の
学
生
た
ち
の
行

動
で
し
た
。

　

自
分
に
も
何
か
出
来
な
い

３月30日



　　　　　　　　動労連帯高崎の春闘要求
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2017 年 2月 27日

申し入れ

　生活改善、労働条件改善に関して下記の各項目について申し入れる
ので、3月 20日までに団体交渉を開催し誠意ある回答をされたい。

記
１. 希望者は、誰もが社員になれる制度とされたい。
２. 賃金引き上げについて
 (1) 各職の賃金を時間当たり最低 1,500 円の基準で算定されたい。
 (2) 各職に住宅手当を支給されたい。
 (3) 各職に扶養手当を支給されたい。
３、要員関係について
 (1) この間会社は要員は足りていると答えて来たが、各事業所におけ
る社員数及び充足率を明らかされたい。
 (2) 各事業所における定着率を明らかにされたい。
 (3) 規定の作業人員に満たない状況で作業を実施した事例があるのか
明らかにされたい。
 (4) 事業所における休日出勤の実績、統計を明らかにされたい。 
 (5) 各事業所における年休消化率を明らかにされたい。
 (6) 籠原事業所における、契約外勤の更新を行わなかった経過を明ら
かにされたい。
 (7) ダイ改に対応した人員配置になっているのか明らかにされたい。
 (8) 今時ダイ改において籠原構内関係の K1及び日勤勤務の点呼場所
を変更した経緯を明らかにされたい。
４、プロパーの養成状況について　
５、労災の多発について
６、今後の収支見込みについて

ストライキ・スローガン
①希望者全員を正社員に！外注化粉砕！

②時給１５００円以上の賃金を払え！

③住宅・扶養手当を払え！

④人員不足を解消しろ！

⑤職場の安全と労働者の健康を守れ！

【資料】
経常利益の増加（2016 年は 4289 億円！）と外注化（委託）による人件費
　　　　　　　　　　　　　　　　のカットを株主にアピールするＪＲ


